
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●渋滞を避ける車両 通学路への流入が問題化 

 安食交差点は、国道 356 号と県道成田安食線が交差

する交通の要所地。利根川方面や成田市方面からの車

両が合流した後、印西市小林方面へ向かう右折車両に

よる渋滞が慢性化しています。 
同交差点付近は通学路に指定されているものの、歩

道が未整備の状態。児童生徒をはじめとする歩行者と

自動車との接触事故が懸念される上、渋滞を回避する

車両が大鷲神社前を通る脇道に多く進入する現状にあ

り、「子どもたちの脇を車がすり抜けて危険だ」との

声が聞かれてきたのです。 

●右折レーンない十字路 時差式信号の導入不可 

右折車両による渋滞

の解消策としては、時

差式信号機や矢印式信

号機の導入が効果的で

すが、ここで問題とな

るのが、安食交差点が

右折レーンのない十字

路であることです。 
というのも、Ｔ字路

や右折レーンのある十字路では時差式信号機等の導入

が可能である一方、右折レーンのない十字路では接触

事故を誘発しかねないとされ、時差式信号機等の導入

ができないこととなっているからです。したがって、

安食交差点の渋滞対策を行うには、新たに右折レーン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を設置する交差点改良事業が必要であると見られてき

ました。 
 

●双方に右折レーンを設置 道路のズレも解消 

今回決定した交差点改良事業では、安食交差点とそ

の北側にある消防団分署前交差点の間を３車線化した

上で、双方に右折レーンを設置。大鷲神社側と印西市

側で生じている「道路のズレ」も解消することとして

います。来年度は現地測量とともに詳細設計の作成に

着手。必要となる土地の取得が進めば、比較的早い完

成も見込まれるところです。 
安食交差点の問題については、県議会にて度々取り

上げてきたことに加え、岡田町長が先頭に立ち、必要

となる土地取得の準備を進めてきたことが奏功したも

のです。引き続き、同事業の早期完成を目指し、町と

二人三脚で取り組んでまいりたいと思います。 
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房総のむらコスプレ撮影禁止～ルール化で４月再開へ 
認めていましたが、事前 
申請とは異なる洋装だっ 
たり、過度な露出や血の 
りといった過激なコスプ 
レだったりするケースに 
加え、模造刀を振り回し 
たり、施設に上がり込ん 
だ上、ふすまを閉め切っ 
てしまうといった迷惑行 
為があったと言います。 
 房総のむらは、小中学 
生等が校外学習でも利用 
する教育振興施設。県は 
他の来館者への影響を考 
慮し、コスプレ撮影禁止に踏み切った形です。 
 

●より具体的なルール作りに着手 ４月から受付再開 
とはいえ、こうした迷惑行為を行うコスプレーヤーは

一部であり、マナーを守るコスプレファンを含め全てを

禁止にすることについては異論の声も聞かれます。 
これまでも「おまもりください」との注意ビラ（写真

上）が配布されていましたが、「博物館としてふさわしく

ない行為」といったあいまい表現であるため、どこまで

なら OK でどこからが NG なのかが判然としない状況で

した。県は、他の同様施設の事例を参考に、コスプレに

関するより具体的なルール作りに着手しており、新ルー

ルの利用者への周知徹底を図りながら、4 月からの受入れ

再開を目指すとしています。 
これを契機に、ルールを守る健全なコスプレーヤーが

集まる房総のむらになってもらいたいと思います。 
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●コスプレ館にコスプレまつり 地元関係者も困惑 
昭和 61年に開館した県立

房総のむらは、江戸時代か

ら明治初期にかけての商家

や武家屋敷などが再現され

た体験型の博物館。成田空

港に近い立地から訪日外国

人からの人気も高く、年間

利用者数 25 万人は計 8 館あ

る県立博物館・美術館の中

で最多です。 
特に近年は、アニメや漫画のキャラクターに扮したコ

スプレーヤーの人気のスポットとなっていました。園内

にある時代ものの屋敷は、「インスタ映え」する絶好のロ

ケーション。週末には、それを目当てにした若者たちが、

衣装を詰めた大きなスーツケースを引いて、多く訪れて

いたのです。 
地元自治体である栄町もこれに注目。房総のむら隣接

地に、時代コスプレ衣装を貸し出す「コスプレの館」を

設置した他、平成 25 年からは「時代コスプレまつり」を

開催するなど、コスプレを町おこしの起爆剤として歓迎

していただけに、そのショックは小さくありません。 
 

●過激コスプレ、模造刀振り回し等の迷惑行為 
今回問題となったのは、施設の雰囲気に合わないコス

プレと一部のマナー違反。 
房総のむらでは和装、時代衣装に限りコスプレ撮影を 
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